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1。　はじめに

　日本住血吸虫症は，医学，生物学，化学等の諸

分野で研究されて来た．しかし，木症が地域特有

の諸条件に規定された複雑な発生機序を有する事

を鑑みると，医学地理学の立場からの研究は必須

であり，他分野の研究成果をより一層意義あるも

のにすると考えられる．事実，最近，医学の分野

でも熱帯の医学と農学の研究班が出来，また地理

学的手法，方法論としては未熟であるが，公衆衛

生の部門でも“地理的”な研究が行われるように

なって来た．今回は筆者が行って来た一連の研究

のうち，地理の立場から興味深い事例を取り上げ，

応用地理のあり方を考える一助としたい．

2。　日本住血吸虫症の分布

　日本住血吸虫症の分布は，世界的に見ても，東

南アジア，東アジアの低湿な稲作地域及びその周

辺に限定されている（二瓶・浅海，1972）．それ

は，日本住血吸虫が生息環境に厳しく制約された．

中間宿主貝（日本ではミヤイリガイ）の生体内で

変態すること，また貝より遊出した虫が，耕作，

漁業，水浴，遊び等の目的でたまたまその場に居

合わせたヒ．トに経皮感染して発症するからである．

我が国でも，生息地は，甲府盆地，広島県神辺盆

地（片山地方），九州筑後川中流域の盆地等に限ら

れている．これら三地域で，外国に先がけて疾病

成立機序が明らかにされたため，日本住血吸虫症

と命名されたが，現在の主要浸洛地は，中国，フ

ィリピンである（佐々学編1978）．

3。　ミヤイリガイ生息環境を規定する自然

　　条件

　気温　目本における中間宿主貝としてのミヤイ

リガイの分布規定要因を考える上で，気温は最も

重要である（飯島，1965）．利根川下流，甲府盆

地がその北限であり，甲府は年平均気温が13～14

。Cで低いが，日最高気温の月平均が25。C以上の

月が4ケ月以上あり，これは地理的位置から考え

ると長い（山梨県気象台，ユ969）．貝の産卵の至適

温度は25～26。Cであることから，貝の生存繁殖

には十分な温度である．

　地形　生息地は沖積低地に限られている．洪水

との関係から，生息地は3地形区に分類される

（二瓶，浅海，ユ972）．最大面積を占めるのは三角

州低位面で，洪水時に容易に滞水し，湛水期間の

長い微砂，粘土の堆積する地域である．次に大き

な面積を占める地形面は扇状地下位面で，異常の

洪水時に冠水するが，割合早く排水する．第三の

型は扇状地上位面で，御勅使川扇状地及びその北

側の複合扇状地の場合のみの例外的なものである．

但しこの面は古来よりしばしば洪水害を受け，河

道の改修が行われた地域である．

　このような生息地の地形分類の結果は，他国の

例にも適用できる．フィリピンのユ00万分の1の

地質図から得られた沖積地分布図上に，浸洛地の

中心を図示すると，浸暖地が乾期のない気候区に

限られている事が分かる（二瓶，ユ981）．特に年間

を通じて雨の多いサマール島では，全沖積地が浸

洛地となっている．レイテ島北東平野では，日本

の地形分類と同じ方法で，生息地の範囲を限定で

きる（二瓶，1971）．すなわち生息地となり得る場

所は三角州下位面，扇状地下位面である．

　土壌　同一地形面内の分布を規定する要因とし

ては土壌が挙げられる．生息地の土壌及び実験室

内飼育用至適土壌は，主として水田の灰色低地土

で，土性的には砂壌土等の粗いものが良く，腐植

含量はある一定の値（約2．8％）をピークにして，

多くても少なくても不適になることが分かった

（二瓶，1978a；二瓶，1978b）．しかし土壌結果

に関しては，生物，医学の分野で興味が持たれて

いながら，応用の段階に到っていない．
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　水　土壌・生物相と共に貝の生態系を支配する

水については，生息地の水質の特筆がある程度明

らかにされ，また実験的に貝の飼育に至適な水の

化学組成が明らかになった（二瓶，1978c）．しか

し，他の住血吸虫症の中間宿主貝の分布が水温，

Ca＋＋濃度に規定されていると言われているほど

はっきりとした関係をつかめていない（日本化学

会編，1974）．

尋。本症の衰退とその要因

　日本における本症の感染率，死亡率の低下を経

時的，定：量的に正確に把握することは困難である

（NIH：EI　et幽a1，1981）．しかし戦後1945年あるい

は1950年以来，下降し，1960年代初めにはほとん

ど発生せず，最後に1978年新患の発生を見た後，

感染貝すら発見されていない．ヒト以外の終宿主，

野ネズミ，犬等の感染率も低下したと考えられる．

この事実は日本特有で，砂漠の予期開発による農

地拡大が浸畑地も拡げた（Ansari，ユ973）という

問題とは相反する事である．

　日本の各浸洛地においては発生機序が明らかに

なって以来，人による貝の採取，次々に開発され

る各種の殺貝剤散布，火焔放射器による生息地の

動植物・貝の焼却，水田溝渠のコンクリート化，

駆虫剤の開発等の撲滅対策が漠大なる事業費のも

とで実施されて来た（山梨地方病撲滅協力会，

1977）．この背景には，日本の経済，文化，医学水

準の向上を無視することができない．

　ところで本症衰退過程には地域差がある．筑後

川中流域では特に洪水害のための河川改修事業が

重要であるし，神辺盆地では排水工事が，甲府盆：

地の特に東部では水田の果樹園化が，生息地減少

理由として重要である．

5。　医学地理学的に見た甲府盆地の地域

　　区分

　各種の撲滅対策が実施されているにも拘らず，

甲府盆地では未だにミヤイリガイが生息している．

盆地内の貝の分布は偏在的で，これは貝の生息条

件の地域差に由来するものと考えられる．この地

域差の解明は，より効果的な撲滅対策に役立つも
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図1　ミヤイリガイの生息条件からみた甲府盆地

　　　の地域区分団

のと思われる．ここでは，ミヤイリガイの生息条

件，土地利用の変遷を考慮して実施した地域区分

の結果を報告する（NmEI　et　al，ユ981）．

　方法ミヤイリガイ生息場所の分布，地形，地

質，地下水位，土壌，土地利用，及び各地土壌を

用いての飼育実験の結果等を指標にして区分した．

各指標は，現地調査，既往資料，1：25，000の地

形図，土地利用図，世界農林業センサス等により

明らかにした．

　結果　市街地地域を除き，盆：地低地部は7地区

に区分される（図1）．

　1の地域は，日本で最：後に患者が発見された地

域で，現在ミヤイリガイ生息密度が最も高い，し

かし，丘陵，沖積扇状地上～下位面，低位段丘等

からなり，傾斜，起伏もあり，地下水位の深浅，

土地利用も水田・桑園が入り組み，水田率は35～

46％で，飼育実験の結果でも産卵数に多寡あり，

全域が生息地ではない．撲滅対策上多くの難問を

かかえている．

　2の御勅使川扇状地は，沖積扇状地上位面とし

て分類され，地下水位も深く高燥で，桑園，果樹

園を主として，水田率も20％以下で，貝の生息に

は不適であり，浸洛地から除外されてきた．

　3の地域は，釜無川が茅ケ岳の泥流堆積物を刻

んで形成した扇状地性台地で，地下水位が深いが，

江戸時代に開さくされた用水路により開田され，
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お茶の水地理第25号　ユ984年

水田率40％に達する．しかし台地上の田には貝も

おらず，その土壌は飼育実験の結果から考慮して

も貝の生息に不適であった．しかし台地を深く刻

む谷床低地は貝の至適生息地となっている．

　4の釜無川扇状地を主とする地域は，地下水位

は浅く，壌土，埴壌土の土壌からなり，水田率も

40～60％で，貝の生息に最適な地域となっていた．

1に比して地形も単純で撲滅対策も効果的であっ

た上に，都市化に伴なう環境改変は生息適地を減

少せしめ，生息密度は低下したが，なお土壌は至

適で，今後の追跡調査も重要である．

　5の釜無川・笛吹川の合流点付近の，盆：地内で

最も低湿な濫氾原性低地は，水田率60～75％で，

貝の生息条件として恵まれてはいる．しかし水田

の畑地転換や宅地（工場団地，大学用地他）化の

ための干拓事業の結果，生息適地が減少し，生息

密度の低下が著しい．広島県神辺盆地の生息地消

音過程に追擁するものと考えられる．

　6の笛吹川とその支流の低平な氾濫原低地は，

かつては水田が広く分布したが，果樹園化により

水田率は10％以下に低下した．これに伴な：いかっ

ての広大な生息地は皆滅した．残象的水田の土壌

での飼育実験でも産卵数は極めて少ない．

　7の金川，重川等の沖積扇状地でも，果樹園化

がすすみ，水田は壊滅に等しく，生息地は極限さ

れている．しかし1の扇状地面と同様起伏に富み，

貯水池周辺や扇状地面を刻む低湿な河床低地の土

壌での産卵実験では，多くの稚貝が得られ，貝の

極地的高密度分布を裏付けている．

　まとめ　ミヤイリガイの分布，生息条件を指標

にして，甲府盆：地を地域区分した．市街地を除き

7つの地域に分けられ，それぞれ異なった生息環

境を形成していることが分かった．この結果は，

医学地理学のみならず，効果的撲滅対策実施上興

味がもたれている．

6．　ミヤイリガイ生息密度・贈化数に影響

　　を及ぼす生息条件について

　貝の生態を考慮すると，生息条件として土壌が

重要である．甲府盆：地内各地の土壌を採取し，室

内産卵実験や土壌分析を行い，土壌の諸性質と産

卵数の関係，実際の土壌採集地点における生息密

度と産卵数の関係，及び生息密度と地理的条件と

の関係を検討した（二瓶他，1982：二瓶他，1983）．

　飼育実験：筆者の既往実験法に基づき駄温浅鉢

を用い，親貝に産卵させ，艀化数を数えた（二瓶，

1978a）．貝が高密度に生息する釜無川右岸・御勅

使川以北の地域（図1の1）では，複雑な地形を

反映して，地形面や土壌による艀化数の差が顕著

であり，土壌も貝の生息を規定していることが分

かった．御勅使川以南の御漏使丁扇状地（図1の

2）では，ミヤイリガイ生息地で二化数が多く，

非生息地の土壌で少なかった．釜無川左岸の茅ケ

岳泥流堆積物からなる台地（図1の3）では，

1967年の同貝分布図上の生息地の土壌で産卵数が

多く，二二洛地で台地上の水田土壌では少なかっ

た．一・方かつて多数生息したが現在は撲滅対策等

のためほとんどいなくなった盆地中央部の低地

（図1の4，5，6），特に釜無川扇状地（4）

の部分では，実験上最高の二化数を記録し，現在

の生息地の土壌で得られた結果より高かった．

　飼育実験の結果得られた二化数と生息条件との

関係　各採集地点における生息諸条件としては，

地形X、，河川との距離X2，河川との比高X3，土色

X4，土性X5，腐植含量X6，土壌型X7，地下水位

X8をとりあげた．それぞれの分析結果を，貝の生

息条件として適しているか否かで順位（5段階）

付けし数値化し，それらと，実験室内産卵実験か

ら得られた艀化数Y、，貝の実際の生息密度Y2との

関係を，線形回帰分析法で検討した。その結果，

実際の甲府盆地における生息密度Y2とX1～X8の

8要因との相関は認められず，撲滅対策の結果，

すでに生息適地に貝が生息するとは限らない事実

を裏付けた．一方産卵，艀化数Y、と土壌の諸性

質（土色X4，土性X5，腐植含量X6，土壌型X7）

との相関を見ると特に土壌型X7との相関が高か

った（相関係数0．854）．4要因の相関を回帰方程

式で示すと，

　　　Y1・＝一〇．ユ20×4十〇．024×5十〇．180×6

　　　　　十1．701×7－0．076

　　　（FO．05；4．18＝2．93＜14．716）

が成立した．その後の研究で特に生息密度の高い
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御勅使川以北の合流扇状地地域（図1の1）に限

定すると，腐植含量の増加と共に艀化数が減少す

ることが分かった．

7．　おわりに

　以上地理的な立場から，日本住血吸虫症研究の

アプローチの仕方を，具体的な研究例を通して略

記した・日本住血吸虫症の医学地理的な研究が純

粋に地理の分野での方法論の開発にとどまること

なく，医学，生物学等からの要請に答えることも，

応用地理の分野として重要であると考える．
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